
デジタルもぐら 新基準と従来品

主な機能比較表

【新基準】
デジタルもぐら
DM-ER3311J

【従来品】
デジタルもぐら
DM-ER3021J

備考

緊急地震速報・津波警報（緊急警報放送
EWS）の受信発報

○ ○

ラジオ音声の出力・放送設備の起動制御 ○ ○ 放送機器に接続して、ラジオ音声の館内報知が可能です。

定型音声の出力 ○ ―
地震用３種類 緊急警報放送用１種類。
地震用音声の冒頭音として、NHKチャイム音・REIC音の追加が

可能です。

定型音声の遅延制御 （０～９秒） ○ ― 定型音声の頭切れ防止に、設備に合わせた遅延制御が可能。

本体のボタン操作による訓練・試験放送 ○ ― 本体のボタン操作により、訓練放送・試験放送が出来ます。

音声切替機能 ○ ― チャイムなどの入力端子があります。通常時は、チャイム・メロ
ディーを放送し、発報時は緊急音声に切り替え出来ます。

スーパーなまず など、高度利用向けと
の併用 停電時へのバックアップ対応

○ ―
通常は、高度利用向け警報を優先報知。
高度利用向け回線の切断などの非常時に、バックアップとして

備える事が出来ます。

受信レベルの表示機能 ○ ― 設置個所の受信状態を、アンテナマークで目視確認出来るように
なりました。

受信周波数の表示機能 ○ △
待機時においても、受信周波数を常に確認出来ます。

従来品は、周波数を表示するための操作が必要でした。

19インチラック収納 ○ ― オプション金具の取付で１９インチラックに取付が可能です。

接点出力数 ５ ３ 接点出力数が５に増えました。

標準売価（税抜き） 124,000円 84,000円 本体税抜価格

【新基準】 DM-ER3311J 【従来品】 DM-ER3021J
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